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光渦を光硬化性樹脂中へ照射すると、光重合反応を介して光渦の軌道角運動量が樹脂に

転写して自己組織的に螺旋ポリマーファイバーが形成できる [1,2] 。本研究では、光渦照射

によって形成されたポリマーファイバーの光導波特性を直接観測したので報告する。ポリ

マーファイバー形成には CW グリーンレーザー(波長 532nm、レーザーパワー2W) を用い

た。レーザー光を螺旋型位相板とアキシコンレンズを用いて軌道角運動量を有する非回折

光渦(高次ベッセルビーム)へ変換し、対物レンズ(倍率×10)で光硬化性樹脂(NOA63)を封入し

たガラスセル(セル長 1mm)へ集光することで、ガラス窓に固着されたファイバー(直径~7 m, 

長さ 1mm)を形成した。次に、ファイバーへ光重合が起きない微弱なグリーンレーザー光(ガ

ウスビーム)を導波させ、ファイバーから出射したレーザー光を CCDカメラで観測した。フ

ァイバー端面で観測した導波光は、光渦特有の位相特異点を有した円環強度分布を示す。ま

た、空間伝播後も導波光は円環強度分布を保持していることから、ファイバーがガウスビー

ムを光渦に変換させるモード変換器としての機能を示すことが明らかになった。 

           

Figure (a) Experimental setup. (b) Near and far-fields of guided mode through optical vortex induced fiber.  
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